
日本赤十字放射線技師会 

 

日 赤 放 技 ニ ュ ー ス 
 

平成２０年度 第２号    発行日 平成２０年８月 

 

 
 

 

巻 頭 言・・・・・・・・・・・・ 

『もっとクロス！もっとユビキタス！』 

               日本赤十字放射線技師会 

常任理事 新 美 孝 永 

 

お知らせ  

日本赤十字医学会総会のご案内 

会費納入について                       

会誌投稿のお願い 

                  

本会の動き・・・・・・・・・・・ 

ホームページリニューアル後の対応について 

組織調査報告 

分科会活動 

業務研修会速報 

定期総会議事録 

会員動向 

  第６回常任理事会議事録 

第１回全国理事会議事録 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

巻 頭 言                      日赤放技ニュース   第２号  
 

 

『 もっとクロス！もっとユビキタス！ 』 
 

 

 

 

日本赤十字放射線技師会 

 常任理事（企画部） 

新 美 孝 永 

所属：名古屋第二赤十字病院 

 

赤十字病院は，山形、奈良、宮崎を除く全国を網羅する形で存在しており、そこで勤務する

診療放射線技師にも最先端機器を取り扱う者から胸部撮影までと技術的に大きな広がりがあ

ります。しかし、世間ではメディアを通して非常に多くの情報が溢れ、時に関係者よりも受

診者の方が詳細な医学的知識を有し、その対応に困惑することもあります。その際、施設が

大きいから・・・小さいから・・・という言い訳はユビキタス社会と称される現代ではもは

や通用しません。ユビキタス社会とは、「いつでも、どこでも、誰でもがコンピューターネッ

トワークをはじめとしたネットワークにつながることにより、様々なサービスが提供され、

人々の生活をより豊かにする社会 (Ｗｉｋｉｐｅｄｉａより)」と言われております。現在、

日本赤十字放射線技師会（以下日赤放射線技師会）では、多様な医療現場で勤務する会員の

技術支援策として、日赤ホットライン計画（会員同士が気軽に相談できる窓口の構築）を推

進中です。その一手段として、コンテンツマネージメントシステム（ＣＭＳ）を搭載した双

方向通信が可能なホームページ（ＨＰ）を今年６月より開設しました。ＣＭＳ搭載により、

全会員にＩＤとパスワードを配布することで、会員以外には公開できない機密情報も赤十字

病院間で共有できるようになりました。また、ＨＰへのコメント書き込みが容易にできるた

めリアルタイムな情報交換が可能となりました。しかしながら、この記事を読んで「こんな

ＨＰは日赤放射線技師会には必要ないのでは？」とか「ユビキタスな技師会運営なんて人間

味が無い」などと年配の会員から疑問の声が上がるかもしれません。かく言う私もユビキタ

ス社会には不慣れで、むしろ友情、信頼は「酒と喧嘩」から生まれることを信じる一昔前の

人間です。しかし、全国に広く分散する会員の皆様と直接お会いして酒を酌み交わす（議論

する）ことは到底できません。やはり現実的には、ネットワーク技術に頼らざるを得ません。

日本赤十字社も「もっとクロス！計画」というキャッチコピーを作成し、社会、市民、時代、

そして職員相互の関わりを深め、社会全体としての（赤十字）活動を推進しています。とこ

ろが、クロスするにしてもよい相手が必要となりますが、幸い本会には厳しい採用試験をパ

スした非常に優秀な人材が多数揃っております。各自の持つ高い能力をクロスすることでこ

れまでに無い新しい発想や知恵が生まれ、そのパワーは、必ずや他の職域を圧倒するものと

なるのでしょう。ユビキタス社会といわれる現代、赤十字病院のネット環境は急速に整備さ

れ、いつでも、どこでも接続できる状況になろうとしています。本会は、このネット活用の

先駆け団体として「ユビキタスネットワークを活用し、診療および災害支援を目的とした２

１世紀型職域団体をめざす」という新たな目標を掲げて船出することとなりました。現在推

進中の日赤ホットライン計画は、１２００余名の会員の英知を集結させ、将来に向けて非常



に心強い存在になるものと考えられます。そして、その発展系として、他の職域とのクロス、

さらには、いつしか世界を舞台に活躍する人材が我々赤十字の仲間から輩出されること、こ

れが今一番の願いです。 
                          

                                               

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

お知らせ                        日赤放技ニュース   第２号  
 

 

会費納入について 

 
          日本赤十字放射線技師会 財務部 

平成２０年度の日本赤十字放射線技師会会費の納入をお願い致します。 

日本赤十字放射線技師会の運営は、会員の皆様の会費にて成り立っております。会費の納入

は、日本放射線技師会会費納入規定により当該年度当初に納入するものとなっております。円

滑な運営のため、早期の納入をお願いいたします。また、本社研修会時においても受付をいた

しますので宜しくお願いいたします。 

 

１、会費額 

現会員 ３，０００円（年会費） ３，０００円

新入会員 ３，０００円（年会費）＋１，０００円（入会金） ４，０００円

再入会員 １０，０００円（再入会金） １０，０００円

＊ 会費三年間未納の場合退会とし、再入会金は１０，０００円とする。 

（日本赤十字放射線技師会会費納入規定より） 
 

 ２、納入方法 

    会費の納入は、日本赤十字放射線技師会財務担当まで銀行振込にてお願いいたしてお

ります。(振込みにあたっては個人名ではなく病院名でお願いいたします) 

   口座名 

        日本赤十字放射線技師会 一般会計 前川栄寿        

   口座番号  

        京葉銀行 成田支店（３１１） 普通 ８０５２３２１   
  

３、お問合せ 

   振込に関すること、請求書に関することなど、会費納入についてご不明な点等ござい

いましたら、担当者までご一報いただければ幸いです。 

  日本赤十字放射線技師会 財務部 前川栄寿 

  （所属）成田赤十字病院 放射線科部  

  （電話）０４７６－２２－２３１１ 

（メルアド）ｂｏｏｓｔｅｒ＠ｕ０１．ｇａｔｅ０１．ｃｏｍ 
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お知らせ                        日赤放技ニュース   第２号  
 

 

会誌投稿のお願い 
 

日本赤十字放射線技師会 広報部 清水文孝 
 

日頃より会員の皆様には、会の運営にご協力、ご理解を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 さて、平成２０年度の技師会ニュース及び会誌発行を例年通り実施してまいります。つきま

しては、会員の皆様には、施設紹介、新入会員紹介等に関わらず、ご投稿をお願いいたしたい

と存じます。また、業務研修会等におきましては、ご指名にて執筆をご依頼いたしたいと考え

ておりますので、投稿依頼状がお手元に届きましたならば、ご配慮のほどよろしくお願い申し

上げます。 

更に、学会等でもご活躍の会員の皆様が、多々いらっしゃると思います。そこで、学術論文、

速報論文、原著論文等も当会誌にも投稿していただければ幸いです。また、会員の皆様には、

様々な領域において、素人の域を超えた方もいらっしゃると思います。そこで、その様な会員

の皆様に投稿していただきたいことや会員の紹介をしていただければ幸いです。紹介をしてい

ただいた場合、広報部より改めて執筆依頼をお願いいたしたいと思います。 

 技師会ニュース年３回、会誌年１回の発行という事もあり、時事に即していないとのご指摘

もあろうかと存じますが、運営上のこともご理解いただき、様々な投稿をお待ち申しておりま

す。 

 尚、投稿に関しましてご質問、問い合わせは下記までお問い合わせください。 

 

投稿方法について 

  各論文、一般投稿等については、原稿を作成した機種、ソフト名を記載し下記のメールア

ドレスまで添付してください。 

  

掲載 

 投稿日時及び内容につきまして検討させていただき、技師会ニュース若しくは会誌掲載と

させていただきます。 

 

問い合わせ及び投稿について 

 

  日本赤十字放射線技師会 広報部代表 清水文孝 

  施設名：深谷赤十字病院 放射線科部 

  住 所：〒366-0052 埼玉県深谷市上柴町西５-８-１ 

  電 話：０４８-５７１－１５１１（内）１２１８ 

  メルアド：frc-xp@tbe.t-com.ne.jp 
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本会の動き（ホームページ、組織調査）          日赤放技ニュース   第２号  
 

 

ホームページリニューアル後の対応ついて 

広報部 清水文孝 

  

  ５５周年記念事業として、本会ホームページがリニューアルいたしました。先般のホーム

ページを一新し、白と赤を記帳とし、清潔感あふれるものに仕上がっていると思います。会員

の皆様に何度もアクセスしていただくことにより、様々な情報が盛り込まれた内容になるもの

と思われます。 

 今後のホームページ活用の予定といたしまして、技師会ニュースのホームページへの移行が

開始されます。完全移行とはなりませんが、徐々に機能をホームページへと移行していきます。 

会員の皆様におかれましては、本会の趣旨につきましてご理解いただき、ホームページへのア

クセスをお願い申し上げます。 

 

 

 

組織調査等について報告並びに御礼 

 

組織調査部  石田智広 

 

１．平成２０年度会員調査のお礼 

平成２０年度分の日赤技師会員調査は各施設のご協力を得まして滞ることなく終え、会

員名簿を一新致しました。ご協力に感謝申し上げます。なお、平成２０年５月３０日時点

での会員数は下記の通りです。 

□正会員数：１，１９６名（仮登録者含まない）  □新入会申込者（仮登録）：５０名 

 

※ 仮登録された方は、速やかに「入会申込書の送付」と「会費納入」をお願いします。 

 

※ 入会手続き等については、ホームページ又は事務局（松江赤十字放射線科部）までお

願いします。 

 

 

２．「認定資格取得状況調査」、「医療技術部設置動向調査」のお礼と結果について 

平成１９年１２月「日本赤十字放射線技師会員における認定資格の取得状況調査」並び

に各施設の「医療技術部設置状況とその動向調査」を行ないました。 

調査では対象９３施設中８７施設からご回答を頂き、各施設状況を把握する事のできる 

貴重な情報収集が行なえました。誠にありがとうございました。 

調査結果についてはホームページへ掲載いたしましたので、 各施設の事情と照らし合わ

せの上ご参考にして頂ければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 



 

本会の動き（分科会活動）                日赤放技ニュース   第２号  
 

 

分科会活動報告 

学術部   久保田 利夫、浅妻 厚 

 ＨＰの全面改訂に伴い、会員専用ページに各分科会の掲示板を開設しました。 

会員ならどなたでも、書き込み可能です。ご利用をお願い致します。 

学術部では各分科会専用ＭＬを作成すべく皆様に分科会登録をお願いしてまいりました。しか

し、開設したＨＰの掲示板が、分科会専用ＭＬと同等以上の機能を有し、さらに会員ならどな

たでも参加可能なことから、分科会登録制を廃止させていただきます。 

また、今後はＨＰをメインに分科会Ｎｅｗｓを発信させていただきます。 

ご理解とご協力を賜るようお願い申し上げます。 

 分科会活動が始まり約１０ヶ月が経ち、その間 ML または新旧両ＨＰを使って分科会Ｎｅｗｓ

を６回発信しました。以下に３号以降のＮｅｗｓなどを掲載します。 

 

１ 分科会Ｎｅｗｓ 

 ＲＣＡＲＴ 分科会 Ｎｅｗｓ．００３         乳房画像分科会アンケート集計速報 

 Ｍａｒ．２００８ 

 マンモグラフィに関するアンケートにご協力いただき、ありがとうございました。 

集計作業も終了し、皆様に情報を順次公開していく予定です。 

今回は第１報として、装置系集計を配信いたします。 

 

回答施設数  

  ７４施設／９４施設（７８．７％） 

装置設置施設  

  ７０施設（８０台）／７４施設（９４．６％） 

装置導入年度 （ ）内は導入台数 

  １９９４（２）、１９９５（５）、１９９６（１）、１９９７（５）、１９９８（４）、 

１９９９（ ）、２０００（４）、２００１（６）、２００２（５）、２００３（５）、 

２００４（１０）、２００５（１０）、２００６（１３）、２００７（６）、２００８（１）、

不明（２） 

装置シェア  

  ＧＥ ３５％  東芝 ２５％  シーメンス １８．８％  島津 ６．３％ 

  アコマ ２，５％ 

仕様基準装置  

  ７８台／８０台（９７．５％） 

デジタル処理  

  ５９台／８０台（７３．８％） 

モニタ読影環境  

  １２台／５９台（モニタ・フィルム併用６台含む）                    

 

ＪＲＣＡＲＴ分科会Ｎｅｗｓ．００４  ＭＲ分科会 アンケート集約 乳房撮影：第一報   

Ａｐｒ．２００８ 

2008 年の 1 月に、ＭＲの医療安全および乳房撮影に関するアンケートを送付し回答を得まし

た。そのアンケート結果を集約しましたので、随時報告していきます。 

今回は第一報として、乳房撮影のアンケート結果①を報告します。 



 

本会の動き（分科会活動）                日赤放技ニュース   第２号  
 

◎調査方法 

  対象：ＭＲ装置が導入されている６５施設の放射線部・管理者にアンケート送付  

    回答：６５施設（回答率 100％） 

    時期：２００８年 1月～２月 

  平均病床数：約４６０床 

◎乳房撮影のアンケート結果① 

 一般撮影した後、精査にはＭＲＩかＣＴか（施設数） 

 ＣＴ（１５施設）、ＭＲＩ（２８）、両方（７）、どちらも行わない（１０）、回答なし（５）  

①月当たりの全 MR 件数における乳房検査の割合（施設数） 

 ０％（９施設）、～１％（２６）、～２％（11）、～３％（６）、～４％（1）、～５％（２）、

～１０％（1）、回答なし（９） 

②月当たりの乳房検査数（施設数） 

 ０件（１５施設）、１件（１０）、２件（６）、３件（３）、４件（４）、５件（３）、６件（３）、  

 ７件（２）、１０件（３）、１２件（３）、１３件（１）、２０件（３）、２１～３０件（１）、 

  回答なし（５） 

③造影率（造影率＝造影の件数/全件数） 

 ０％（単純のみ：１施設）、５０％（２）、１００％（必ず造影：３７） 

次回は撮影方法やダイナミックなどについて報告します。 

 

ＪＲＣＡＲＴ分科会ｎｅｗｓ．００５             アンケート結果のＨＰ掲載のお知らせ 

                                     Ｊｕｎ．２００８ 

 アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。 

 業務研修会で報告いたしました乳房に関するアンケート結果をHPに掲載しました。 

                        乳房画像分科会、ＭＲ分科会 

 

ＪＲＣＡＲＴ分科会ｎｅｗｓ．００６    分科会掲示板の開設のお知らせ 

                                    Ｊｕｎ．２００８ 

 6 月 17 日より、ＨＰの会員専用ページに各分科会の掲示板を開設しました。 

会員ならどなたでも、書き込み可能です。ご利用をお願い致します。 

尚、学術部では各分科会専用ＭＬを作成すべく皆様に分科会登録をお願いしてまいりまし

た。しかし、開設したＨＰの掲示板が、分科会専用ＭＬと同等の機能を有し、さらに会員

どなたでも参加可能なことから、分科会登録制を廃止させていただきます。 

ご理解とご協力を賜るようお願い申し上げます。 

                     学術部   久保田 利夫、浅妻 厚 

 

2 会員から「ＳＰＥＣＴ／ＣＴ」、「６４列心臓ＣＴにおける Non－β ブロッカー」について

質問があり、ＭＬ上で意見交換がなされた。この質問は匿名希望の方から学術部に問い合

わせがあり、その方に代わり学術部が質問したものでした。今後ＨＰの分科会掲示板でも

同様な方法での質問も可能です。掲示板のご利用をお願い致します。 

 

 

 

 

 



 

本会の動き（業務研修会速報）             日赤放技ニュース   第２号  
 

 

平成２０年度全国赤十字病(産)院診療放射線技師 業務研修会速報 

                                 

総務部  辻 秀憲 

 

平成２０年６月２日（月）～３日（火）の２日間にわたり、会員１０８名（６９施設）出

席のもとに日本赤十字社２０１号室にて業務研修会が開催されました。 

挨拶には、日本赤十字放射線技師会  益井謙会長、日本赤十字社  医療事業部長 神波豊

様に、そして、本社講演として医療事業部企画課長 大野博敬様による「これからの医療体

制と赤十字病院について」、５５周年特別記念講演は、（社）日本画像医療システム工業会 野

口雄司様による「医療機器の安全管理体制及び診療報酬上での評価」、学術講演は、乳房画像

分科会代表世話人 さいたま赤十字病院 尾形智幸様に「知っておきたい乳腺診断の流れ」

を講演していただいた。 

会員研究発表は、１６演題あり、今回は、乳房画像診断を中心に、研究発表を集め、その

うち、７演題が発表された。また、ＭＲ、乳房画像分科会より１演題ずつの発表があり、一

般演題は、７演題であった。それぞれ活発な質問や意見交換が飛びかわされ、有意義な研究

発表であった。そして、日本赤十字放射線技師会が、リューアル化したＨＰを紹介、全国的

な基盤連携がされるように、各会員にもＩＤ・パスワードが配布されることとなった。当技

師会の更なる発展進化の紹介であった。２日（火）の午後４時からは、定期総会が行われた。

今回は、議事録作成となり別報告となる。３日の午後３時には研修会が終了し、その後、各

ブロック別連絡会議が行われた。午後４時には、扉を閉めて、全行程を終了しました。 

                                  以上 

 

 

平成２０年度全国赤十字病(産)院診療放射線技師業務研修会出席者名簿 

 

施設名 会員氏名 会員氏名 会員氏名 会員氏名 

北海道ブロック 

伊達 竹内 佳輝       

釧路 高谷 義人       

北見 伊藤 卓也       

東北ブロック   

八戸 四戸 哲夫 坪田 敏行     

秋田 三浦 司       

石巻 山内 佑一 森 智哉     

仙台 鈴木 陽       

福島 佐藤 勝行       

東部ブロック  

水戸 山縣 徳治 千木崎 信介     

古河 舘野 誠     

芳賀 武藤 美子 飯村 通     

大田原 檜山 操 山下 明     



 

本会の動き（業務研修会速報）             日赤放技ニュース   第２号  
 

 

足利 茂木 常男 中里 明 早乙女 加苗 深澤 千穂 

前橋 久保田 利夫 貝瀬 宏子     

原町 新木 由香       

さいたま 尾形 智幸 黒田 順平     

小川 小川 清       

深谷 清水 文孝 川合 佳代     

成田 前川 栄寿 阿部 真波     

医療センター 鈴木 利男 大永 貴弘 増田 明宏   

武蔵野 少路 進       

大森 樋口 新一 古屋 賢一     

横浜市立みなと 梅原 嵩 飯田 友紀     

山梨 渡邊 圭介       

長岡 林 智 小林 潤 西潟 貴幸   

中部ブロック 

富山 土肥 弘明 大橋 英靖     

金沢 片山 典明       

福井 石田 智広 荒井 望     

長野上山田 松山 繁       

安曇野 関 利明 片倉 麻友     

下伊那 伊藤 保       

飯山 佐藤 文彦       

高山 田中 鮎美       

岐阜 川口 真奈美       

静岡 渡辺 友香       

浜松 松山 秀夫 布施 拓     

伊豆 東 茂       

裾野 庄司 智昭       

名古屋第一 伊藤 哲朗 長谷 宏美     

名古屋第二 新美 孝永 才賀 治 村瀬 多美   

山田 菊川 聡 柴原 卓彦     

近畿ブロック 

大津 鈴木 寿恵 田中 千賀     

長浜 西関 剛 木村 真恵     

京都第二 辻 秀憲 西本 岳     

舞鶴 藤原 朗       

大阪 高津 安男       

高槻 松山 佳央       

姫路 岩見 守人 藤岡 護     

中町 神澤 孝明       

神戸 浅妻 厚 辻本 梨香 松田 智史田    



和歌山医セン 井澤 秀恭 加賀 久喜     
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中国・四国ブロック 

鳥取 上田 阿希       

松江 益井 謙 磯田 康範 古川 春美   

益田 松生 和也       

広島原爆 原本 泰博       

岡山 中曽 智佳       

庄原 西 秀治       

三原 藤井 麻由美       

徳島 米倉 広宣       

松山 西田 史生 大西 寛典     

高知 久保 克泰       

九州ブロック  

福岡 古賀 則夫 岡部 徳彦     

嘉麻 塚原 美能留       

長崎原爆 一瀬 弘之       

長崎原爆諫早 壁村 早苗       

熊本健管セン 樫本 恵利華       

熊本 白石 修 藤井 竜一     

大分 戸口 豊宏 永嶋 しのぶ     

鹿児島 的場 優佳       
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第５５回 定期総会 議事録 
 

１．日 時 ：平成２０年６月２日（月） 午後４時～５時 

２．会 場 ：日本赤十字社 本社２０１号室 

３．出席者 ：日本赤十字放射線技師会 会員 １０８名 

４．議事録作成人    常任理事 総務担当 辻 秀憲 

５．総会次第 

① 開会の辞 

② 会長挨拶 

③ 表  彰 

④ 議長選出 

⑤ 総会議事運営報告 

⑥ 議事録署名人選出 

⑦ 議事 

         第１号議案  平成１９年度事業経過報告 

         第２号議案  平成１９年度決算報告 

         第３号議案  平成１９年度監査報告 

         第４号議案  平成２０年度事業計画(案) 

         第５号議案  平成２０年度予算（案） 

         第６号議案  その他 

⑧ 役員挨拶 

⑨ 議長解任 

⑩ 新入会員の紹介 

⑪ 閉会の辞 

 

上記の総会次第に基づいて辻理事の司会より開催する。当技師会 益井会長より挨拶がは

じまり、表彰に移る。 

 

表彰委員長の戸口理事により紹介される                           

功労賞は、８名    奨励賞は、１施設     感謝状は 1 名 

 

表彰が終わり、議長選出となる。会場より立候補がないため、執行部より２名を推薦した。 

 福岡赤十字病院 古賀 則夫様   浜松赤十字病院 松山 秀夫様 

 

まず、総会議事運営報告（資格審査報告）を事務局の磯田理事より報告 

  本日の出席者 １０８名、委任状提出者 １０３２名、合計 １１４０名（９４％）の 

  確認より、会則第２０条の規定に基づき本総会は成立しますと報告。 

 

議事録署名人の選出は、会場より立候補がないため、議長より２名推薦。 

     松江赤十字病院  古川 春美 様  大分赤十字病院  永島 しのぶ様 

 



議長の進行により議事に入る。 
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第１号議案から第３号議案まで一括して執行部より報告。 

報告後、質問に入る 

 Ｑ：ブロック活動費７ブロック予算はあるが、４ブロックしか活動していないのは、 

なぜか。（小川赤十字病院 小川） 

 Ａ：地域的な問題があり、活動しにくいブロックがある。今後、ブロック理事のＭＬの有

効活用、また、技師長ＭＬも展開して行く。それらの交流の中で、ブロックの活性化

も行いたい（益井会長） 

Ｑ：繰越金の約４００万円より、リニューアルＨＰ費等に使用しては、どうか 

                          （足利赤十字病院 茂木） 

Ａ：ＨＰ改定費用は特別積み立て基金で賄い（全国理事会承認済み）、慶弔費・分科会活動

など不足の出費に備えたい。（益井会長） 

 

その他、質問がないため、採決にはいり、第１号議案から第３号議案までは、承認された。 

 

次に第４号議案から第５号議案まで一括して執行部より報告。 

報告後、質問に入る。 

Ｑ：分科会活動について、予算はいくらか。（小川赤十字病院 小川） 

Ａ：１分科会 ３万円。今年度は、治療、ＲＩ、医療情報を加えます 

（久保田理事） 

 追加発言：活動の活性化のために、活動費に配慮いただきたい。（小川赤十字病院 小川） 

Ｑ：収入・支出のバランスが良くないのではないか。（福島赤十字病院 佐藤） 

Ａ：会誌部数の削減、理事会開催数の減少する予定であるので、少しは、バラ 

ンスがよくなると思います。 （前川理事） 

   選択と集中化を図り、教育費を捻出していく予定である。 （益井会長） 

Ｑ：事業収入費を別にしたらどうか。（足利赤十字病院 茂木） 

Ａ：書式については理事会で協議を続け、専門家の意見も取り入れたい。（益井会長） 

 

その他、質問がないため、採決にはいり、第４号議案から第５号議案までは、承認された。 

 

役員紹介については、議事報告で紹介のため、割愛させていただく。 

以上にて、議事を終了したので、議長は解任となった。 

なお、時間の都合上、総会の主旨の議事については、承認されたため、総会次第最後の新入

会員紹介については、来年、発行される会誌を参照していただくように会員の皆様に理解を

求めた。最後、中里副会長に閉会の辞をもって、総会は終了となった。 

以上 

 

                平成２０年   月   日 

 

                  議事録署名人   ㊞ 

 



                  議事録署名人             ㊞ 
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１）平成２０年６月末現在の新入会（敬称略） 

名古屋第一赤十字病院 臼井  友彦、山崎  絵莉 

高知赤十字病院 高橋  良幸 

長岡赤十字病院 小林  潤、西潟  貴幸 

高山赤十字病院 田中 鮎美 

大分赤十字病院 藤澤 有希 

松山赤十字病院 大西 寛典 

姫路赤十字病院 内海 武彦、天川 善晃 

前橋赤十字病院 関口 美雪 

武蔵野赤十字病院 岸 靖久、瀬川 達矢、平林 奈緒子

大阪赤十字病院 中村  典子 

日本赤十字社医療センター 大永 貴弘、曽田 明宏 

和歌山医療センター 木田 岳人 

徳島赤十字病院 米倉 広宣 

熊本赤十字病院 藤井 竜一 

 

２）平成２０年６月末現在の退会（敬称略） 

高知赤十字病院 片岡 幸子 

富山赤十字病院 室谷 正吾 

横浜市立みなと赤十字病院 元日田 和規、千葉 調 

飯山赤十字病院 中沢 正司 

松山赤十字病院 定成 弘明 

伊達赤十字病院 池田 英二 

神戸赤十字病院 丹波 夕子 

長野赤十字病院 梶川 佳子 

福井赤十字病院 雨森 美江 

北見赤十字病院 森谷 ゆかり 

諏訪赤十字病院 花岡 宏行 

秦野赤十字病院 川口 麻里 

小清水赤十字病院 高橋 和弘 

武蔵野赤十字病院 細野 油紀夫 

引佐赤十字病院 名倉 邦彦 

高松赤十字病院 藤澤 亜季 

名古屋第一赤十字病院 草田 行雄 

神戸赤十字病院 久保 郁子 

 

３） 平成２０年６月現在の会員数 

平成１９年度末会員数 １２１０名 

新入会員数   ２０名 



退会者数   １９名 

平成２０年度会員総数 １２１１名 
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平成１９年度日本赤十字放射線技師会  第６回理事会 議事録作成書 

 

１、 日時 平成２０年 ３月１４日（金） 理事会 １３：００～１７：００ 

２、 場所 日本赤十字社 本社４０３号会議室 

３、 出席理事 益井 謙、中里 明、久保田利夫、浅妻 厚、清水文孝、前川栄寿 

石田智広、新美孝永、戸口豊宏、  磯田康範、辻 秀憲 

４、 議事録作成人 辻 秀憲  

５、 審議事項 

   ①学術報告（業務研修会等） 

②企画報告（ＨＰについて） 

③広報報告（会誌について） 

④組織、表彰報告（アンケート、表彰について） 

⑤財務報告（決算、予算案について） 

⑥全国理事会議案について 

⑦その他 

 

会長より、年度末の多忙のところ、各理事の活発な行動において、今年度の目標の成果が

出たことに感謝しますと表明し、議題に入る 

 

◎学術部より（久保田理事、浅妻理事） 

（１）活動・事業報告 

①業務研修会について 

・演題数は、１４演題、（一般７、要望５、分科会より２） 

・日程案を表示。第１日目は、ＡＭ９：３０より受付開始。１６：００より総会開始。 

第２日目は、ＡＭ９：２０開始。１５：００終了が提案される。協議の結果、本社講

演は、１時間を予定、ＨＰ紹介に３０分時間を割り当て、５５周年特別記念講演は２

時間とすることに決定。 

  ②１９年度収支報告 

  ・分科会活動費として、７７，７１５円使用 

・ＭＲ／乳房分科会のアンケートの通信費、新医療代と送料代その他抄録用のＣＤ、通

信費上記合わせて、９４，６１１円の支出 

  ③事業報告 

・会員の資質向上のために業務研修会を開催 

  ・３分科会の立ち上げ（ＣＴ・ＭＲ・乳房画像）  

  ・応募演題の審議のため、研修会プログラム委員会を設立 

・ＭＬ、ＨＰの活用を推進。会員相互の連携と連帯を広域的・継続的に可能とする 

（２）事業計画案 

  ・業務研修会を開催 

  ・治療・RI・医療情報の３分科会の立ち上げ予定 

◎企画部より(新美理事) 



（１）活動報告 

    ＨＰ、ＭＬの整備、登録者数の加入促進に取り組み、会員相互の連携と連帯を図る
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基盤整備を実施し、本会の将来発展を願うべく機能的で会員参加型の新たなＨＰ立ち

上げに積極的に取り組んだ。 

  ①日赤技師会 HP リニューアル化 

・会員への迅速な情報提供、 

・各分科会活動への参加の環境作り 

  ・業務研修会演題申し込みの環境作り 

・マンモグラフィ検診施設画像認定取得施設をＨＰ上に公開によりマンモグラフィへの 

積極的な取り組み 

  ・ＭＬへの登録を促す環境作り 

  ②技師会ＭＬを活用した技師会活動の機能的運営の推進 

  ・技師会ＭＬの管理・運営を実施 

・ＭＬの紹介・勧誘にて、会員数が約１２０名に達し、現在も増えている 

  ③日赤技師会ＨＰの全面改正に向けての企画・提案 

  ・日赤技師会の将来を見据えた機能的で会員参加型のＨＰの（次年度）立ち上げて積極

的に取り組んでいる 

  ・学術部をはじめとする各部との活発な意見交換にて、当技師会に最も相応しいＨＰの 

次年度導入にむけて可能となった 

（２）平成２０年度活動案 

    ＨＰの全面改訂により会員の連携と連帯を推進し、赤十字病院の医療の質向上へ向

けての有益な情報媒体として更なる充実を計る。また、ＭＬを活用した電子的運営を

更に推進し、技師会活動の機能的運営をさらに推進し、技師会活動の機能的運営を支

持する基盤整備を実施する予定である。 

①日赤技師会ホームページ（ＨＰ）の全面改正 

・コンテンツマネージメント（ＣＭＳ）導入による参加型ＨＰに切り替える 

・学術部と事務局へＣＭＳ導入し、会の機能的運営を実施 

・会員への技師会ニュースや抄録集などの紙面印刷配布からＨＰへの全面移行を推進 

  ②ＨＰおよび技師会ＭＬを活用した技師会活動の機能的運営の推進 

  ・技師長ＭＬを構築して、全国に、トップ同士のホットラインを結び付けていく 

  ・ＭＬ登録者の更なる増加 

  ・分科会活動の機能的運営の推進 

  ・組織調査部と連携して、アンケート調査等の効率運営化を計る 

  ③理事会ＭＬの構築と機能的活用の推進 

  ・理事同士の意見交換を活発に行う 

  ・次世代に適合した運営および本会の活動を円滑かつ機能的に実施 

 

◎広報部より（清水理事） 

（１）活動報告 

  ①会誌編纂   現在、印刷・製本中 

  ②技師会ニュース 

  ・平成２０年４月より技師会ニュース第１号として、４月中旬～下旬発刊 



  ・内容・部数については、第５回議事録と同様 

  ・今回は、総会委任状・情報交換会出席・組織調査書を冊子として同封する 
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 ③広報部総会資料 

   本会の動きなど多岐にわたった情報を会員に提供し、また、皆様のご意見を頂戴し、

より有意義な会誌や技師会ニュースを発刊したいと考えます 

 ・日本赤十字放射線技師会会誌２００８．Ｖｏｌ．４９を発刊 

 ・日赤放技ニュース第 1号、２号まで２回発刊 

・会誌の広告協賛会社は、２９社集まりました 

（２）活動計画案 

    平成２０年度広報部活動は、会告、お知らせ、本会の動き、分科会活動など多岐に 

わたった情報を会員に提供したいと考えます。 

予定として 

①日本赤十字放射線技師会会誌２００９．Ｖｏｌ．５０を発刊 

②日赤放技ニュース第 1号から３号まで計３回発刊 

③総会資料及び研修会抄録の発行 

④発行物の一元化による経費削減 

⑤ホームページとの情報の共有による、会員への有益な情報発信 

⑥会誌、技師会ニュースの電子化を推進し、データベース化の実施 

 

◎組織調査部より（石田理事） 

 活動報告と計画案 

 「認定資格現況調査」及び「医療技術部調査」について 

 ①１月１０日にて調査をしたが、再度、両調査を２月２９日で締め切って、最終集計を出 

した。調査内容は、３月６日に全国赤十字施設へ速報版として発送 

②アンケート回収状況については、９３施設中８７施設あり、回収率は９４％であった 

 ③アンケート開示については、 

今後の計画として、 

・「認定資格現況調査」については、ＨＰ掲載として、次年度中で対応したい 

  ・「医療技術部調査」については、集計のみをＨＰで掲載。また、本会の立場の明確 

化や本社交渉、他職種との協議資料を作成し、次年度に対応したい 

 

◎表彰部より（戸口理事） 

（１）日本赤十字放射線技師会表彰規定の改正案について 

  第４条の２ 奨励賞は、学術部の推薦または会員の申請により、表彰委員会で選考

を行い、理事会の承認を得るものとする。 

（理由）「会員の申請」を追加する。 

技術向上のためには、今後、発表の中でも、卓越した技術・功績で医療や社会

に貢献できたと学術部が認めた場合は、１回の発表でも表彰の対象とする。日

本医学会総会における発表も奨励賞の対象とすることを会員に総会時にお知ら

せする。同時に、日赤医学会の発表に関しては、会員の自己申請とすることも

認識していただく。具体的には、ＨＰに申請書を掲載し、ＨＰより申請できる

ようにしたい。 

（２）第５５回総会において以下の表彰を行います 



 ①奨励賞について 

  施設は、山田赤十字病院、個人は、該当者なし 
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②感謝状について  

  和歌山医療センター  川村 佳生 

 ③功労賞について 

  各施設の退職者  ８人 

 

◎財務部より(前川理事) 

（１）１９年度の収支報告について 

   収入について会費は、１,２１６名（退職者を含む）で完納である 

   支出についてブロック活動費、全国理事会費、常任理事会費(6 回)、各担当理事活動費、

ＷＥＢサイト更新費等 

   収支については、３月３１日決算のため、詳細な収支は出せない。４月の全国理事会

にて報告。 

（２）平成２０年度の予算案について 

   ＩＴインフラ整備費（ＨＰ管理費・サイト更新費）、会議費等について議論する。 

   詳細な費用については、全国理事会にて報告。 

 

◎総務より(辻理事) 

  業務研修会・総会時の各理事の役割分担について報告。 

  今回は、ＨＰ紹介のため、会場にてネットが使用出来る環境にする。 

 

                                      以 上 

 

 

 

 

                    平成２０年    月    日  

                    監事署名捺印 

 

                                       印 

 

                                       印 
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平成１９年度日本赤十字放射線技師会全国理事会議事録 

 

日  時： 平成２０年 ４月１１日（金） 全国理事会 １３：００～１７：００ 

場  所： 日本赤十字社 本社４０３号会議室 

出席理事：＜会  長＞ 益井 謙 

＜副会長＞ 黒田順平、中里 明 

＜監 事＞ 鈴木利男、松山 繁 

＜理 事＞ 久保田利夫（学術）、清水文孝（広報）、石田智広（組織調査） 

        新美孝永（企画）、戸口豊宏（表彰）、前川栄寿（財務）、 

磯田康範（事務局）、辻 秀憲（総務） 

＜ブロック理事＞ 川井明彦（（北海道）、林 智（東部）、福吉正利（中部） 

             井澤秀恭（近畿）、佐藤 繁（中・四国）、赤澤 武（九州） 

    【 委 任 】 山縣徳治（副会長）、浅妻 厚（学術）大隈康之（東北ブロック理事） 

議事録作成人：  辻 秀憲  

議題内容  ： １、平成１９年度事業報告について 

２、平成２０年度事業計画案について 

３、監査報告について 

４、第５５回定期総会について 

５、業務研修会について 

６、その他 

会長所感 

今年度、我々新役員の活動内容を本日参加の全国ブロック理事に報告します。我々の成績

表・通信簿と思って、精査ご検討いただきたい。承諾を得れば、会員に総決算として総会で

報告したいと思います。 

監事、常任理事、ブロック理事の自己紹介をし、議題に入る。 

 

議題１ 平成１９年度事業報告について  

◎ 総括(益井会長) 

新役員体制により、新しい時代にふさわしい新しい技師会をつくり上げる事を目標に、

本年度もその使命に即して、各部がそれぞれ活動をしてきました。 

各部の報告をお願いします。    

◎学術部（久保田理事） 

活動・事業報告 

（１）会員の資質向上のために業務研修会を開催 

 （２）３分科会の立ち上げ     

 （３）応募演題の審議のため、研修会プログラム委員会を設立 

    同委員会の構成員は、会長、副会長、常任理事のメンバー 

  (４)ＭＬ、ＨＰの活用を推進 

◎広報部より（清水理事） 

 活動・事業報告 



（１）日本赤十字放射線技師会会誌２００８．Ｖｏｌ．４９を発刊 

（２）日赤放技ニュース第 1号から２号まで２回発刊 
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（３）会誌の広告協賛会社は、２９社 

◎福利厚生報告(磯田理事) 

  慶弔規定に基づき、祝電２名、弔電１名について行った。 

◎組織調査部より（石田理事） 

 活動報告 

 （１）平成１９年４月に各施設の技師長・課長宛に会員台帳の調査を行い、総会までに 

現況把握を行った。 

（２）平成１９年１２月に全国赤十字病院の放射線技師の「認定資格現況調査」及び「医

療技術部調査」について実施。 

    調査内容は、３月６日に全国赤十字施設へ速報版として発送 

（質問）マンモの認定を日赤技師会で開催する話はどうなったか。（赤澤） 

（返答）乳房画像分科会主導で更新講習会等を検討していただきます。（会長） 

◎表彰部より（戸口理事） 

 （１）日本赤十字放射線技師会表彰規定の改正案を行いました。 

・発表の中でも、卓越した技術・功績で医療や社会に貢献できたと学術部が認めた場

合は、１回の発表でも表彰の対象とする。日本医学会総会における発表も奨励賞の

対象とすることを総会時に報告する。 

・功労賞の場合、次年度退職者も該当とする。尚、会に対して不利益を生じさせた者

に関しては対象外とする。 

・日本赤十字技師会に入会し、勤務２５年以上、年齢５５歳以上の会員も表彰の対象

とする。 

（２）第５５回総会において以下の表彰を行います 

   ①奨励賞について 

    施設は、山田赤十字病院  個人は、該当者なし 

   ②感謝状について 

    和歌山医療センター  川村 佳生 

   ③功労賞について 

    各施設の退職者  ８人 

◎財務部より(前川理事) 

 １９年度一般会計決算報告書について 

 収入：会費は、１,２１６名（退職者を含む）で完納である。 

    業務研修会費、会誌広告収入等 

 支出：会議費（常任理事会・理事会費)、ブロック活動費、各活動費、会誌発行費等 

 詳細については、４月に配布時の総会資料を参照願います。 

◎企画部より(新美理事) 

活動報告 

    ＨＰ，ＭＬの整備、登録者数の加入促進に取り組み、会員相互の連携と連帯を図る

基盤整備を実施し、本会の将来発展を願うべく機能的で会員参加型の新たな HP 立ち

上げに積極的に取りくみ、内容として、日赤技師会 HP リニューアル化、技師会ＭＬ



を活用した技師会活動（学術部をはじめとし）、当技師会に最も相応しいＨＰの次年

度導入にむけての機能的運営の推進を行った。 
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議題２ 平成２０年度事業計画案について 

◎ 総括（益井会長） 

チーム医療における赤十字の存在意識（レゾンデートル）をより確かなものにする為に、

会員相互が「もっとクロス！」し、連携と連帯を深める「計画」を立て続けていかなけれ

ばなりません。ＭＬは、まさにその計画であり、ＨＰは、赤十字病院の医療の質向上へむ

けての有益な媒体であり、今後の計画完遂に向け更なる充実を計るものであります。 

各部の事業計画案をお願いします。 

◎学術部より 

事業計画案 

 （１）平成２０年度全国赤十字病（産）院診療放射線技師業務研修会を開催 

 （２）ＨＰ・ＭＬなどの活用した学術分科会活動を推進し、会員相互の連携、資質向上に

努力します。 

（３）治療・ＲＩ・医療情報の３分科会の設立に努力します。 

◎広報部より 

活動計画案 

  平成２０年度広報部活動は、会告、お知らせ、本会の動き、分科会活動など多岐にわた

った情報を会員に提供したいと考えます。 

予定として 

（１）日本赤十字放射線技師会会誌２００９．Ｖｏｌ．５０を発刊 

５０号という節目を踏まえ、記念号の企画を取り入れ 

（２）日赤放技ニュース第 1号から３号まで計３回発刊 

（３）総会資料及び研修会抄録の発行 

（４）発行物の一元化による経費削減 

（５）ホームページとの情報の共有による、会員への有益な情報発信 

（６）会誌、技師会ニュースの電子化を推進し、データベース化の実施 

◎福利厚生より 

活動計画案 

  ブロック理事・委員との連携を図るために、ＨＰを活用し、ＭＬを構築して情報の効率 

 化を目指し、すみやかな対応を行う。 

◎組織・調査部より 

活動計画案 

 （１）平成２０年度も継続して、会員台帳を充実 

 （２）平成１９年度の調査アンケート「認定資格現況調査」「医療技術部動向調査」の結果

報告については、早期にＨＰ等で公表します。 

（３）医療技術部設置における調査結果について、本会と各施設の共同歩調の一環として

要望集約資料の作成を目指します。 

◎表彰部より 

活動計画案 

表彰規定に基づき、功労賞・奨励賞・感謝状を各ブロック理事・委員より該当者を選出



していただきます。特に、功労賞については、今年度と翌年度の退職者（日本赤十字技師

会に入会し、勤務２５年以上、年齢５５歳以上）が対象となります。 
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◎財務部より 

平成２０年度の予算案について 

 （１）収入：会費は、１，２１０名の会員より。その他は、１９年度の予算額と不変 

（２）支出：会議費、会誌発行費をＵＰします 

   今年度よりサーバー管理費（セキュリティ管理費として）新設します 

（３）ＨＰリニューアルのため、特別基金より捻出 

 （質問) ＨＰリニューアル費は、予備費より支出してはどうか（林） 

（返答）会則２３条により第４条の技師会活動を強固にするために運用とあり、そのため 

        に基金より捻出します（会長） 

◎企画部より(新美理事) 

活動計画案 

  ＨＰの全面改訂により会員の連携と連帯を推進し、赤十字病院の医療の質向上へ向けて 

の有益な情報媒体として更なる充実を計る。また、ＭＬを活用した電子的運営を更に推進

し、技師会活動の機能的運営をさらに推進し、技師会活動の機能的運営を支持する基盤整

備を実施する予定である。 

これより、ムツダ商会よりＨＰリニューアルについて紹介され、理事全員が試写会を見

入る。 

活動報告用コンテンツ更新システム（ＣＭＳ）等を紹介され、内容として、いろいろな

速報・情報を掲載される。また、会員より、各分野に質問・報告等を書き込める内容を紹

介。 

 

議題３ 監査報告について 

鈴木監事より、会計監査の結果、預金通帳ならびに関係帳票等、適正に処理されている

ことを認めますと報告された。 

 

議題４ 第５５回定期総会について（辻理事） 

平成２０年６月２日（月）午後４時より、本社２０１号室にて開催します。 

  本日、全国ブロック理事さんより、承諾していただいた件につき、表彰、平成１９年度 

事業・決算報告、平成２０年度事業案・予算案等を報告していただきます。 

 

議題５ 業務研修会について（久保田理事） 

  平成２０年６月２日～３日、全国赤十字病（産）院診療放射線技師業務研修会を開催し 

ます。 

 本社講演・学術講演・５５周年特別記念講演・技師会ＨＰ紹介・会員研究発表（一般・要 

望演題・分科会報告）を行います。 

 

議題６ その他 

各ブロック報告 

 ・中部ブロック（福吉ブロック理事） 



   中部ブロック学術研修会を今年発足の計画である。 

・中国・四国ブロック（佐藤ブロック理事） 

   四国地区からの情報の連絡がないため、検討したい。 
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・九州ブロック（赤澤ブロック理事） 

   今年のブロック学術研修会は、福岡赤十字病院が担当です。ＭＬの参加を依頼します。 

・近畿ブロック（井澤ブロック理事） 

   ブロック学術研修会担当が、中町・柏原赤十字病院は無理となり、今回も参加されて 

おりません。 

・東部ブロック（林ブロック理事） 

   今年のブロック学術研修会は、前橋赤十字病院が担当で、２０施設参加です。 

・北海道ブロック（川井ブロック理事） 

   ブロック学術研修会は、毎年、９月に総会として開催。４月に札幌で代表者会議を行

い、全国理事会の報告をしております。 

 

その他 

（１）長野赤十字病院上山田病院が、長野赤十字病院付属上山田診療所に変更になりました。 

（松山監事） 

（２）昨年の日赤医学総会に、評議員として日赤放射線技師会より出席しました。赤十字の

体質に変化の兆候を感じた。今後、我々の活動や希望を織り籠められるよう、学術部

と共に参加したいと思います。（益井会長） 

     

 

     

                                      以 上 

 

 

 

 

                    平成２０年    月    日  

                       監事署名捺印 

 

                                        印 

 

                                        印 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 


